
東京駅前の焼け跡、日本橋方面（気象庁ホームページより）

問合せ先： 一般社団法人　防災学術連携体　　〒113-0023　東京都文京区向丘1-5-4　ワイヒルズ2階
電話：03-3830-0188    　email : office@janet-dr.com　(中川寛子)

防災推進国民大会2023 セッション
日本学術会議学術シンポジウム
第17回防災学術連携シンポジウム

参 加 費  ：無  料 　　
定　   員  ：1000名（ZOOM Webinar）
申込方法：次のフォームからお申し込みください。　https://ws.formzu.net/fgen/S52194688/
※当日の発表資料は、防災学術連携体のホームページに掲載いたします 　  https://janet-dr.com/  

司会　永野　正行（防災減災学術連携委員会幹事、東京理科大学教授） 
　　　16:30 　趣旨説明

森本章倫 （防災学術連携体代表幹事、日本都市計画学会会長、早稲田大学教授）
　　　16:35　 発表１「地震・地震動の視点」

目黒公郎　(東京大学総合防災情報研究センター長・教授 )
　　　16:50 　発表２「都市計画の視点」

牧　紀男　(京都大学防災研究所教授 )
　　　17:05 　発表３「災害医療の視点」 

大友康裕（国立病院機構　災害医療センター院長）
　　　17:20　 発表４「情報・社会の視点」

山本佳世子（電気通信大学大学院情報理工学研究科教授）
　　　17:35 　ディスカッション
　　　17:55 　閉会挨拶

米田雅子（防災減災学術連携委員長、東京工業大学特任教授）
　　　18:00 　終  了

防災科学からみた関東大震災の回顧と展望
日　時：令和５年9月17 日（日）16：30～18：00
場　所：ZOOM ウェビナーによるオンライン開催
主 催：日本学術会議 防災減災学術連携委員会、一般社団法人 防災学術連携体

開催趣旨
関東大震災から 100 年目を迎える契機に、防災科学の視点から関東大震災を振り返り、過去から現
在を精査しつつ、未来への展望について議論する。特に 2023 年 7 月８日の学術フォーラム「関
東大震災 100 年と防災減災科学」での知見を整理しつつ、地震・地震動、都市計画、災害医療、情報・
社会の 4 つの観点で、学協会の枠を超えた情報共有を行う。 

プログラム


